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医療・福祉施設 さいたま市緑区

　さいたま市立病院は1953年の開設
以来、地域の基幹病院として、高度な
医療機能を提供している。複数棟で構
成され、エネルギーセンター棟内の熱
源設備から空調用冷温水、給湯、蒸気
を各棟に供給していた。順次、施設の
拡充を行っていたが、設備の老朽化対
策と医療機能の充実・強化を目的とし
た大規模更新の時期を迎えていた。
　全棟にわたる設備診断により、エネ
ルギーセンター設備は特に更新の必要
性が高いと判断され、低炭素社会に配
慮すべくエネルギーインフラ機能を更
新することとなり、2012年に実施し
たプロポーザル方式による公募の結果、
省エネルギー性と信頼性を両立した水
蓄熱式空調システムを採用した。
　省エネルギー、省コスト、信頼性と
ピーク電力削減を実現するため、温度
成層型の水蓄熱式空調システムを採用
し、電気・ガス併用熱源の設備構成と
した。運用は、電気熱源の運用比率を
極力高めることで、冷温水の製造効率
向上を目指した。蓄熱用の空冷ヒート
ポンプチラー（AHP-1）は高負荷で
運転するため定速機を採用し、追掛用
の空冷ヒートポンプチラー（AHP-2）
にはインバータ機を導入することで部

分負荷時の効率向上を図った。蓄熱槽
は、高い蓄熱槽効率を実現するために
幅6m×奥行5m×高さ21m、水深約
20mの温度成層型の縦型蓄熱槽を2槽
採用し、コンクリート製の単独水槽と
して新エネ棟の一角に設置した。蓄熱
槽の水は災害時に生活用水としても活
用できるよう取水口を建物の外に向け
て設け、水量の約75%はポンプ不要
でバルブ操作にて給水できる対策を講
じている。また二次ポンプには、イン
バータによる変流量制御を加えること
で搬送効率を向上させ、ポンプ動力の
削減を図った。
　改修後の運転実績を分析したとこ
ろ、システムCOPは冷水で改修前の2
倍、温水で1.1倍、水の搬送効率は3.3
倍に向上しており、一次エネルギーは、
改修前後で21%の削減を達成した。
今後も効果の検証を実施し、省エネル
ギーの継続に取り組んでいく。

さいたま市立病院
所在地：埼玉県さいたま市緑区三室2460
設備設計：
日本ファシリティソリューション㈱・㈱森村設計
設備施工：東洋熱工業㈱
延床面積：38,727㎡
竣工：2016年5月（更新）

一次エネルギー消費量削減効果

削減率
-21%

［改修前システム］
ターボ冷凍機　365USRt×1基
蒸気吸収式冷凍機　365USRt×1基　261USRt×1基
レシプロ冷凍機　100USRt×1基
炉筒煙管ボイラ　9.1t/h×1基　6.0t/h×1基

［諸元］ 実測結果に基づく年間シミュレーション比較
※1　電気（全日）9.76MJ/kWh
※2　都市ガス43.06MJ/N㎥
※1  「エネルギーの使用の合理化に関する法律施行規則」

（平成28年3月1日改正）
※2「エネルギーの使用の合理化に関する法律第15条及

び第19条の2に基づく定期報告書記入要領別添資料
4」（平成28年3月1日改正）

改修後の実測結果に基づく、改修前システムのエネルギー
使用量をシミュレーションにより算定
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空冷ヒートポンプ（屋上）

水蓄熱

贈呈理由 ≫ 高効率ヒートポンプと縦型温度成層型蓄熱槽の採用により、大幅な省エネルギーを実現

システム図

AHP-1
モジュール式空冷ヒート
ポンプチラー（蓄熱用）
冷145RT / 暖442kW×2台

TST-1,2
温度成層型蓄熱槽
600㎥×2槽

HEX-1,2
水-水熱交換器（放熱用）
冷300RT / 暖1056kW×2台

AHP-2
モジュール式空冷ヒートポンプチラー
冷134RT / 暖395.2kW×3台

GAR
ガス・灯油切替型
吸収式冷温水機
冷300RT / 暖870kW

BS-1
ガス専焼  小型貫流ボイラ
2t/h×2台

BS-2
ガス・灯油切替型
小型貫流ボイラ
2t/h×2台
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夏季：開
冬季：閉

冷水：7℃－14.5℃

冷水：7℃－14.5℃
温水：44℃－36.5℃


